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I　導　　　入－序にかえて－

バウムテストは，1949年にK．コッホによってドイツ語版の『バウムテスト』（Karl Koch：

Der Baumtest；Der Baumzeichnenversuch als psychodiagnostisches Hilfsmittel・Bern；Hans

Huber，1949）が出版され，1952年にその英訳版（Charles Koch：・The Tree Test；The Tree－

DrawingTestasanAidinPsychodiagnosis．Bern；HansHuber「1952）も相ついで出版され

た。そして，この邦訳書が1970年に林勝造・国吉政一・一谷津によって公刊された（C・コッホ

著：林勝造・国書政一・一谷彊訳「バウム・テスト－樹木画による人格診断法－」東京：日

本文化科学社．1970）。

この間，現在までに多くの基礎的，臨床的研究が発表され，その臨床的有効性が認められて，

このテストを利用する臨床家や機関も増加してきたように思われる．また各地でこのテストの研

究会や研修会ももたれるようになってきた。こうした成果のひとつとして，1973年には，林勝

造・一谷蓮によって「バウム・テストの臨床的研究」（東京：日本文化科学杜）が公刊された。そ

他，1966年には，カトリック・マリア会東京管区教育部から，事例を中心とした「シャール・コ

シェの『木のテスト』の解明」が出版されているし，1978年には，吉川公雄による「人間生態学」

という著書の中で，バウムテストを活用した報告が大きくとりあげられて出版されている。こう

した経過のなかで，最近では，原著者KarlKochの息女であるReglaKoch女史と邦訳版「バ

ウム・テスト」の訳者のひとりである林勝道との密接なコミュニケーションのもと，Koch　女史

とともに林勝造・国吉政一・一谷彊・津田浩一・斉藤通明が中心となって，1981年に「バウムテ

スト事例解釈法」（東京：日本文化科学杜）が出版され，我が国においては，「バウム・テスト」

ここに報告する報告する「バウム・テスト整理表」とその「手引」は，林　勝造・国吉政一・一谷　彊・津

田浩一・斉藤通明の以上5名の協同研究によって，日本文化科学社（東京）から1980年に公刊されたが，こ
こでは，これら協同研究者を代表して，一谷と津田とがその具体的内容を報告するとともに，臨床的な場面

やリサーチ的研究に適用するさいの具体的な方法を事例をあげて説明するものである。なお，この報告はす
でに津田浩一（1980乱，1980b）が報告したものに一部加算修正を加えてここに報告するものである。
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（邦訳版），「バウム・テストの臨床的研究」とともにあわせてバウムテストの3部作が出来し，一

応のまとまりをもったものとなった。

このように，バウムテストは，我が国に1961年京都洛北の精神科Y病院で久保喜歳院長をはじ

めとする国吉政一・篠原大典・津田舜甫・小池清廉らの精神科医によって臨床場面に導入される

ようになってほぼ20年の歳月を経て全国的に普及していった投影法のひとつとしての心理テスト

である。

しかしながら，このテストの実施法の簡便さのゆえに，往々にして規格外の用紙を使用して，

単なる印象的解釈に基づいて安易に利用されて，コッホの挙げている各項目の判断基準が曖昧に

とらえられて解釈されたり，心理検査としての基本的諸条件が不徹底なままに使用されたりして

いることも多く見受けらるようになってきていることも否定できない事実のようにうかがえる。

このテストを，かけがえのない披検者に，今後ともあやまりなく実施して解釈していくうえで，

各検査者のあいだで共通した基準をもって，診断の補助的手段として利用していくことが，本テ

ストの発展のためにも極めて重要な不可欠的条件である。同時に，本テストを利用している臨床

家や研究者達からも，かねがね規格化された「整理表」公刊の必要性が希求されていた。

そこで，我々（国吉政一・林　勝造・一谷彊・津田浩一・斉藤通明）は，かつてより国吉政一

らによって，上記の方向に沿った試みがなされてきていたものをもとに，ほぼ2年有余にわたっ

て種々の検討を重ねてきた。当初，これらの協同研究者たちは，いずれも永年にわたって臨床的

にも研究的にもバウムテストを活用してきているゆえ，案外簡単に出来するものと考えていたが，

率直なところ，コッホの提示している項目のとり方ひとつひとつについても，その採択基準の判

断の仕方にかなり相違や組齢のある項目があったりして，より一層，一定の共通した基準をもっ

た「整理表」の作製の必要性を痛感したのであった。こうした検討の成果を公表しうる段階に到

ったので，ここに「バウム・テスト整理表」（東京：日本文化科学杜，1980）についてその概略

を説明しつつ，利用の仕方の実際を示すことによって，「バウム・テスト整理表」の概説を試み

ることにしたい。

II　目　　　　　的

上述してきたように，コッホの「バウム・テスト」（邦訳版）や，「バウム・テストの臨床的研

究」及び「バウム・テスト事例解釈法」などの本を活用しつつ解釈していくうえで，先ず要請さ

れることは，コッホの示す判断の各項目を確実かつ忠実にチェックできるようにするとともに，

その判断基準を明確化して一覧表にすることであろう。同時に，過去の研究成果に基づいて，チ

ェック項目とすることが望ましいと思われるものをも付加して，解釈の前提条件となる共通の項

目をチェックできるようにすることが，この「バウム・テスト整理表」の製作の目的である。

III　利　用　の方法

この「バウム・テスト整理表」は，同時に公刊されている「バウム・テスト整理表－手引－」

（東京：日本文化科学杜，1980）と，これと併せて準備されている「空間利用の領域」を測定す

るための，画面を縦に3分割，横に3分割，合計9分割にした「透明なシート」と，「所見票」
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とがセットになっており，それに，コッホの「バウム・テスト－樹木画による人格診断法」を

十分に活用して利用すればよい。そこで，次に，「パウム・テスト整理表」の内容的構成につい

てみてみよう。

IV「バウム・テスト整理表」の構成と利用の「手引」

「バウム・テスト整理表」の構成は，大きくは10の範疇に分類されており，それらがさらに細

かく下位分類されたのちに，チェック項目を列挙する形をもっている。それらを示すと次のよう

なる（すなわち．

1．全体的所見

I　状況　　　　　　8（項目）

Ⅲ　利き手　　　　　4

Ⅲ　紙の向き　　　　　3

Ⅳ木の数　　　　　5

V　表現形式A　　　4

Ⅵ　表現形式B　　　2

Ⅶ　表現形式C　　　2

Ⅷ空間利用の領域

Ⅸ　強調A　　　　　　4

X　強調B　　　　　　3

刃傾向　　　　　　3

Ⅶ傾斜　　　　　　3

2．風景および附属物　　　　15

3．地平I　地平線　　　　11

Ⅲ　地面　　　　　　8

4．地平と木との関係　　　　　3

5．幹の基部　　　　　　　　10

6．根　I　根の数　　　　　5

Ⅲ　構成A　　　　　5

Ⅲ　構成B（領域）

Ⅳ構成C（形態）10
V　姑放剖　　　　　　　8

7．幹　1構成　　　　　　4（項目）
H　幹の位置A　　　8

m幹の位置B　　　8

Ⅳ種類　　　　　　7

V　太細　　　　　　3
Ⅵ　経過　　　　　　　7

Ⅶ輪郭　　　　　　7

Ⅷ幹表面A　　　　9

Ⅸ幹表面B　　　　6

8．枝　I　枝の数　　　　　5

Ⅲ　構成　　　　　　　6

Ⅲ　枝方向・経過A　6
Ⅳ枝方向・経過B ll

V　枝方向・経過C12

Ⅵ　枝方向・経過D　7

Ⅶ枝方向・経過E　5
9．冠　I　輪郭　　　　　10

Ⅲ　内容　　　　　10

Ⅲ特殊型　　　　13

0．果・花・葉

I　果・花・莫　　　9

Ⅲ　所見A　　　　　12

Ⅲ　所見B　　　　　　6

の如くである。このほかに「各種参考指標」として，以下の5つの範疇を解釈の一助となるよう

にと挙げてある。すなわち，

I　発達遅滞と退行

Ⅲ　運筆の動態分析（運筆における解釈仮説）

Ⅲ　樹木の発達（幹と冠の比率）

Ⅳ　Grtinwaldの空間図式

V Wittgenstein指数

「バウム・テスト整理表」の構成上の骨格となっているのは以上の如くである。「バウム・テス

ト整理表」は，具体的には，表し1から表し4までに示すような形式となっている。

なお，これらの表し1から表1－4までの「バウム・テスト整理表」に関して，若干の補足と注釈

を付加しておこう。すなわち，
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1）表の中に示されている※印は「バウム・テスト整理表－手引－」（表2－1から表2－6ま

で）にその項目の判断基準や説明及び例図が付されていることを示している。その他の※印の付

されていない項目は，特に説明を付加せずとも判断を誤らないと思われる項目と，コッホの「バ

ウム・テスり（邦訳版）の中に示されている項目である。それについては，ページ数と図の番

号を示したのでそれを参照すればよいようになっている。

2）「根」の「構成B（領域）」は，画用紙の縦・横をそれぞれ3等分した「バウム・テスト診

断用紙」に添加されている「透明シート」（前述）を当てがってチェックするものである。

3）「幹」の「幹の位置A」は用紙を縦に3分割して，幹がどの位置に描かれているかをみよ

うとするもので，やはり，添付の「透明シート」を当てがってチェックするものである。また，

「幹の位置B」は，用紙を横に3分割して幹の位置をみようとするものであり，同様に添付の「透

明シート」を当てがってチェックする。

4）「1発達遅滞と退行」では，コッホが「バウム・テスト」の中で提示した「発達遅滞と退

行」の特徴的指標に，国吉政一が提唱した「17．冠形成不全」を加えたものが示されている。

5）「Ⅲ　運筆の動態分析」では，国吉政一の提唱した運筆の動態分析の解釈仮説を簡略化して

示してあるが，各指標について，形態水準の高低によって解釈仮説を決めるのではなく，各指標

がそれぞれにPOSitiveな側面とnegativeな側面とを持つものとして利用することが大切である。

6）「Ⅲ樹木の発達」では，コッホは，ドイツ語版で，樹冠と幹部との長さの比率が発達とと

表H「バウム・テスト整理表」

全

体

的

所

見

苦 戦 沸 立 が 顕 正 ・嶺 施 最．殖魂 霊脇 酢 J ㌍ 準 臥 洩 ．み ；抜 車I

全

体

的

所

見

5

人小一
出
し一．’

は丸出し）
※ 1 ．拒 否

※　 2 ．諜 鴫 外

※　 3 ．描 き 直 し

ポ　 4 ．1 5 分 以 上

※　 5 ．3 0 分 以 上

ポ　 6 ． 後 か ら手鋸 Il

楽　 7 ． 命 名 （木 の 名 称 を記 す ） 牒 紳 瑚 軽 敵 舞 ＿・ 舶 華 碗 鵠 潮 申 子鞠 軒 こ′主宰 敷 鵬 輝 聯 撒 酪

8 ． そ の 他 1 ．冠 強 調 （P ．6 6　図 2 4 ）

畔 チヰ ∴ト醸 享勝 頼 鮒 翼 吋 粧 酎 那 蘭 灘 施 症 加 担 ㌦ 勲 無 毒三、 2 ．幹 強 調 （P ．6 6 図 2 5 ）

1 ．イJ 偉「 3 ． そ の 他 の 強 調 （　　 ）

2 ．左 4 ．強 調 な し

3 ． I両手 紺 榊 喋 ．‥獅 基 細 柵 頚髄 式き湖 革 射鴫 蝉 碗 細 賦 桝蛸 咽 噸 離

4 ．不 明 1 ．右 鼓i喝 （P ．9 0 図 6 1 ）

・ず l．、町 ・題h 中 一相 場 誉 ．隼 雄 嘩 潮 鰹 軒 吏野 轡 姉 軌 怒・一1°・雷 ．2 ．左 虫網 （P ．9 1 図 6 2 ）

1． 縦 （た て ） 3 ．平 衡 （中 央 ）（P ．9 1 図 6 3 ）

2 ．構 （よ こ ） 壷 潮 撤 暢 ．郎 紳 輔 躇 機 構 簸 凍 ・・攻 瑚 軒 聯 醜 櫛 醜 酢

3 ． 斜 （な な め ） 1 ． へ の 傾 向 （P ．9 2 図 6 4 ）

言 Ⅳ ・ニ・．準 ？．浩の ．・－・微 衷へヰ ・1・で、． ‾．‘りご・t、 真 芯 十 十 湖 噛 絆 函 ごこt 2 ．ノ へ の 傾 向 （P ．9 2　図 6 5 ）

1． r一・本 3 ．傾 向 な し

2 ． ∴ 本 牛耳 鱒 遭 鍔 刺 壷 ；劃 ふ や 誹 認 曹 ㌍ ・・東 亜 午 圭 牒 叫 痺 躯

3 ． 多数 1 ． へ の 傾 斜 （P ．9 3　図 6 6 ）

4 ．‥ 郎 （翻1分 描 画 ） 2 ． へ の 傾 斜 （P ．9 3　 図 6 6 ）

5 ． そ の 他 3 ． 傾 斜 な 七

両 面 腐 撼 無 線 宮 木 「 ㍉ 骨 ㍉ 十 ・一。∴・「一ニg‘二三°

凰 附

景

お 属

よ ・

び 物

1． 風 胤　 附 属 物 な し

楽 1 ．緒 画 2 ． 時・示

※　 2 ． 象 徴 両 （脱 人 面 を 含 む ） 3 ． 多 清

※　 3 」 風 式 画 4 ． 支 柱 （P ．9 4　間 67 ）

※　 4 ．等 矢 面 5 ．囲 ． 柵 ． 垣 （P ．10 1 図 7 7 ）

頭 粒 Ⅵ 如 出 目 的 招 待 串 蝉 軒 家 範 反 中 ・ムざ・1㍉ 措年 章 ‘て・ 6 ． 山 （P ．10 1 回 77 ）

が 1 ．立 体 描 写 7 ．庭

蕪： 2 ．遠 近 描 写 8 ． Jl ． 梅 ， 湖

銀 癌Ⅶ ・‡轟 醸 一級 式 妄ご・¢ 粧 菅 野 瀬恵 減 給 叫 凍 ∴＼・・す・僻 ・ 9 ． 附 属 動 植 物 （P ．10 2 図 7 8 ）

楽 1 ．図 案 両 、、1 0 ．薯 ， 霞

2 ． そ の 他 1 1 ．蔦 （っ た ）

、．違鞭 曙 ギ・重 職 利 用 の 慎 嶋 ．白 ●鱒 鴫雌 単蕪 鵬 暗 号坤 か 章 一 1 2 ．霜 除 （L も よ け ）
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表ト2「バウム・テスト整理表」（つづき）

■ 附

：■
お 」■
よ
【′l■

1 3 ．太 l場

根

※ 1 ．透 ‘Jj二根 （レ ン ト ゲ ン †晶‘Jj：）

1 4 ． 人 物 崇　 2 ∴ 匪 住 田　 しず っ と 同 じ 太 さ の 他日

1 5 ． そ の 他 ※ 3 ㍉ 噺 状 根

地

平

．1 竃　 平　 線　　　　　　　　　　　　　 ・‘J ▼・－・・・・こ 楽　 4 ．蛇 行 根

1 ．地 平 線 な し 5 ．先 へ い く ほ ど 太 く な る 根　 り 1 り こ ざ 1 1日

※　 2 ．暗 示 蕪　 6 ．滴 紋 状 根

3 ．傾 斜 （／－：上 ）（P ．1 0 3 図 8 1 ） 蕪　 7 ． 爪 状 根

4 ．傾 斜 （右 上 ）（P ．10 3　図 8 日 8 ． そ の 他

5 ． 水 平 （一一一線 ）

幹

圭 一l灘 蠣 ’：射 拙 龍 野 贈 禰 蝕 細 細 榔 姉 鞠 滴 瞞 蜘

6 ． 水 平 （斬 梯 ） 1 ． 幹 な し

畿　 7 ． プ 1・ノシ ュ （プ リ シ ュ が 地 平 ） 2 ．・－・椒 碑

． 波 状 3 ∴ ニ 線 砕 （晰 線 あ り ）（P ．5 9　r刈9 ）

9 ． 島 状 ま た は 丘 状　 くP ．1 0 4 ［司82 ． 8 3 ） 4 ． 二 線 砕 （断 線 な し ）

楽 10 ． 甘 枚 の 地 平 線 ，ゼ．Ir ミ‾靡 わ 位 鷹 ▲ （× 輸 ）（3 分 鋼 ）（♯ 付 の シ 瑞 I 使 用 ．．蜘 組

11 ． そ の 他 1 ．左
l

‖　 ■　　　 西 2 ∴な （1 ．2 ．3 ．領 域 の 系 列 ）

1 ．按 針 な．し 3 ．ノlて 1 （1 ．2 ．3 ．4 ．5 ．6 ．領 域 の 系 列 ）

2 、 陰 振 4 ．l （4 ．5 ．6 ．領 域 の 系 列 ）

楽　 3 ． 線 誤三 5 ∴石 － （4 ．5 ．6 ．7 ．8 ．9 ．用 地 の 糸 珂 ）

4 い 甘 せ り　 t 鞭 り ／J ，；ごL J 6 ． （7 ．8 ．9 ．領 域 の 系 列 ）

5 ． ブ ・ノ シ ＿・＿ノ1 －・ 7 ．右 1

6 ．本 の 拭う ．允 溢 （い っ ぱ い ）り 1㌔　 中 ． イJ ）

7 ． 1⊥ 過　 り 也l柚 面 納 入 1 、2．5． 随壇上。上に鳩かI た　 わ 、 境 川 l由 片 の 偉 爛 ＝ 弟 （Y 車 ）（ 分 鴫 ま．象 鯖節 軸 ＆ ．＿岬 鳥 譲l能 ニ・・蛸ナ

8 ． そ の 他 1 ．士 出

要 塞壷
1 ．地 平 綿 が 幹 の 鳩 部 よ り士 に あ る 場 合 （P ．1 0 3 図 7 9 ） 2 ．士 （1 ．4 ．7 ．絹 地 ′）系 殉 ）

2 ．枠 線 が 地 1臣 こ移 り （P ．10 3　匝180 ） 3 ．上 中 （1 ．4 ．7 ．2 ．5 ．8 ．領 地 の 系 列 ）

3 ． そ の 他 4 ．中 （2 ．5 ．8 ．領 地 の 系 列 ）

幹

の

基

部

破

き

1 ．紙 F 綾 宣 （P ．5 7　図 3 ） L ‾下 中 （2 ．5 ．8 ．3 ．6 ．9 ．領 域 の 系 列 ）

楽　 2 ．酔 ド直 （P ．1 2 2 1、≠】6 ） 6 ．下 （3 ．5 ．9 ．絹 地 の 系 列 ）

菊　 3 ∴ 裾 廿 里 H ．1〉「けり、1叶ノーL ハ1 7 ．下 出

4 ． ノl∴；、く　ら 、′・ （P ，5 8 I．叫4 ） 8 ．充 溢 （い っ ぱ い ）（士 ． 中 ， 下 ）

5 ． イr ふ く　ら ．ち （P ．58 図 5 ） 堪 刑載 ．椒 閑 雅 柵 ．翁 ．、．　　 ．W　　 ．酬

6 ．広 い 基 部 （P ．58 l・ネ16 ） 1 ．T 幹 （マ リ 付 狩り （P ．5 6　図 2 ）

7 ． く　さ び彗－j （P ．5 8　図 7 ） 2 ．半 丁 砕

8 ． 恨 元 わ か れ 1．1 （P ．5 9　図 8 ） 3 ．平 行 幹 （P ．6 3　図 19 ）

9 ． 好 適 4 ．つ ぎ 本 し た ・狩 （P ．80　 図 4 5 ）

1 0 ． そ の 他 蕪　 5 ．は ん だ づ け 砕 く脾 士 直 ）（P ．1 2 2 閻 7 ）

根

I t　 の　 ■　　　　　　　　　　　 ・1．こ1こ1－．．・圭．・打ま事 塘 6 ．円 建 碑

1 ．他 な・L ※　 7 ．－ 字 1 1～

2 ．－1・本 ．竃 鵬 窮 湘 騨 紡 ‾＊ 観 潮 湘 脚 鞘 畢 瑚 翻 紺 樺 強 棚 聯

3 ．二 一 三 本 1 ．太 （拍 三 本 以 上 ）

4 ．川 本 以 上 2 、，維 （拍 一 本 以 下 ）

蕪　 5 ． 多 数 3 ． 好 適

lI 】■　 虎　 A　　　　　　　　　　　　　　　 ‘‘T ・甘 ．こ十・ 部 和 博 郊 鵬 細 腰 闘　 蜘 峨 勧 棚 餅 紬 嘲 摘 桝 肺 咽 鳳

1 ∴ ・粗 相　 断 線 あ り ） 1 ． ら ふ （P ．6 4　図 2 0 ）

2 ．－－一一線 他 （斬 椒 な・し ） 2 ． く び れ （P ．6 4　図 2 1 ）

3 ．∴ 粗 慢 （断 線 あ り ） 3 ． 先 へ い く ほ ど 太 ・く な る 幹

4 ∴ 二線 也 （断 線 な し ） 4 ．管 状 酔 （上 聞 放 ）（P ．74　 図 3 8 ）

躾　 5 ∴混 合 5 ．管 状 一陣 （上 下 閥 放 ）（P ．7 4 図 3 8 ）

lll 嶋　 虞 ， 8 （儀 嶋 「 l事柄 た●■●すべてチエ，ク↑i 症 6 ． さ ま よ い 里 （P ．8 2　図 4 8 ）

（はみ出し〉

7 ． そ の 他

溢 加 優 嶋 ．湘 鴫 成 績 脚 I純 潔 船 橋 戯 評 栂 ！靭 梱 鰍 ．鞍 ・・

1 ．直 線

2 ．波 形 線 （P ．6 0 図 1 2 ）

3 ．枚 洩 な 組 （P ．6 0 図 1 3 ）

‥り 粧 欄 ト ■ ト C ∴（形 車 上 灘 鋤 嘩 顧 項 簿 瑚 融 細 腕 捷 輔 ㌫ 羞 師 4 ．断 線 （P ．59　 図 9 〉

巌 1 ．艮 （な か い j 5 ．仲 左 紬 不 規 則 （P ．5 9　聞 10 ）

顛　 2 ．短 （ふ じ か し・J 6 ．解 れ 軸 不 規 則 （P ．59　 図 11 ）

嬢 3 ． 大 （ふ と い ） 7 ． そ の 他

楽　 4 ．紬 （は そ い ） 磯 輝 岐 嶋 蕗 蒙 笑努瓢 弧 蠣 鵬 漉 き増 抱 ㈱　 ＿′‘

5 ．．開 （先 が 開 い て い る ）（P ．55 図 1 ） 1 ． r l （空 目 ）

6 ． 閉 （先 が 閉 じ て い る ）（P ．5 5 図 1 ） 2 ． き ず （P ．6 1 図 1 4 ）

7 ．陰 影 あ り 3 ．線 （尖 角 直 ． ぎ ざ ぎ ざ ）（P ．6 1 図 14 ）

8 ． 陰 影 な し 4 ． 曲 線 （カ ー 1 ． 弧 ）（P ．6 1 図 15 ）

9 ．盤 根 5 ． し み （P ．6 1 図 16 ）

10 ． 曲 根 6 ．左 陰 影 （P ．6 2 図 17 ）

て湖 砧 農 ．岩 鼻 曇 意 隼 ．退 転 ・汐 ．′‘ 〝′‾　　 ． て花 組 榔 7 ．右 陰 影 （P ．6 2 図 1 8 ）
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表ト3「バウム・テスト整理表」（つづき）

幹

臥 全 随 影 （轢 り つ ぶ し ）（P ．8 6 図 55 ） 根 5 ． そ の 他　　　　　　　　　　　　　　　　 l

9 ． そ の 他

冠

．衰 運1 輸 ’‾聖 二コ．手車 二° 言 璃 禄 ㍑ 藷 昔 等 掛 肇 堅 ㌍ 粒 畢 、墜 軒

眈 4 巨 欄 「 薗　 ■ ∴∴r・ 一・、ゥ　　　 ∴、キー！．；：七　 一台 二 1－ 1 ．‘票 ・ ポ ー ル 1 lH 止 （P ．6 8　図 2 8 ）

1 ．切 り 目 ．枝 先 票 球 北 冠 （P ．6 9　図 3 0 ）

2 ．彗 3 ．ア ー ケ ー ド型 （連 珠 ）（P ．7 0　図 3 1 ）

3 ． ［t ．み （へ こ ふ ） 4 ． 7 －－ナ ー ド里 17 （斬 糠 ）

4 ． i （は 二 ‘．J l 5 ．蝶 楓 状 冠 （P ．7 6　図 4 0 ）

5 ．一 鱗 6 ． 放 射 線 状 冠 （扇 形 ）（P ．7 3 図 3 6 ）

6 ． そ の 他 顛　 7 ．枝 葉 里 冠

根

鞭 ．rl ！ 繊 ．屯 」 L ∴ ∵ ∴ ∴ ∵ ∴ ∴ ∵ ‘リー∵ イ セ ∴ l ∴ら・ が　 8 ． 波 状 連 綿 里 ；

1 ．校 な し 楽：9 ．波 状 断 線 1 11 ‘‘

2 ．・・本 10 ． そ の 他

3 ． ～ ‾1二本 lサ ∬ ㌧ 内 ・や や ．三書 ＿・・‘1 一十 ・1 ・豆 ∴‘・酔 顔 如 損 ‾甑 謹 卦 J嗅 心

4 ．関 本 以 上 1 ．線 形 壷 （P ．8 5　図 5 4 ）

5 ． 多 放 2 ．検 断 は （P ．8 5 図 5 4 ）

、ヤ・．JII 「1蠍 ∴ ノ十 虞 ∴ 十 両 豆　　　　　 ∴ 穣 狩 ．－、・．； 3 ． （錆 ）梯 状 冠 （P ．7 7　匝14 1 ）

戦 1 ∴ 一線 伐 り 綾 な し 、I 4 ． 心 は ld （P ．7 2　図 3 4 ）

頼　 2 ，－－一・線 彼　 しけ 枝 あ り ） （P ．7 9 卜舶 3 1 5 ．遠 心 桂 冠 （P ．7 2 【詞 3 5 ）

熊　 3 ． ＿－ 射 曳 （分 枝 な・し ） 6 ．散 在 管 状 枝 道 （1，．7 5 図 3 9 ）

嬢　 4 ． ．、 線 柏 （分 は あ り H P ．7 9　図 4 3 1 7 ．微 細 分 化 校 定 （P ．7 9　 図 4 4 ）

凝　 5 ． f 占′‘′ト （・ ・∴ 線 技 ノつ） 8 ．対 立 桂 冠 （P ．9 8　図 7 5 ）

6 ． そ の 他 9 ． ず れ 括 弧 化 成 （P ．9 9　図 7 6 ）

‘中 根 。織 方 鋤 ；f 瞳 遇 A ∴ 下 前 ン・t ∴巌 J．声 ・声 車 軸 撫 与 10 ．そ の 他 ．

※ 1 ．全 上向 枝 ．！一功 時 輪 窯 糠 月 齢 璃 掛 輝 鉢 甘 言・∴∵∴1㌢ 骨 折 ・ト 吋 揮 H ．．・－叫 ．，・・

頼　 2 ．全 ‾卜l！11 校 1 ．袋 垂 れ 下 が り ．里 ば （P ．6 7　 仁司2 5 ）

3 ． イ 上l句 ・ノン 卜I年 彼 （P ．88　 図 5 6 ・5 7 ） 2 ．羊 膜 巧．1矢玉 （P ．69　 図 29 ）

頼　 4 ．ノ 「．向 ・f l一十 両 技 3 ．棚 状 ・ P 折 迂 （P ．7 1 1瑠3 3 ）

楽　 5 ． 水 ・lり J吊 －】伎 4 ．同 心 「l‾通 （P ．7 4　閉 37 ）

難　 6 ∴ 混 合 （ 上1旬 ・ ′k ・ド ・下 lJの 5 ．角 ば っ iば （P ．8 1 関 4 7 ）

．∴ 庫 ン 瞼 方 南 ・接 遇 B l∴　　　 ’・：・．〟 、イ ▼　　 ノlこ．T・・・．ぺ軒 六一 6 ．押 し ／ ぶ さ れ た 壷 （P ．9 6　囲 7 2 ）

1 ．i墾 向 き の 枝 （P ．8 9　図 58 1 7 ．でモl′1 ・ ∩ ぷ軋 迂 （P ．9 6　 は17 0 ・7 1 〉

2 ． 変 叉 し た 枝 （P ．8 9 ．図 59 ） 楽　 8 、十 ′F 力 里 旭

．伎 交 叉 に お け る 枝 の ‘不 連 続 性 （P ．9 0 図 6 0 1 9 ．吹 き盲 し 里 通 （P ．8 2　回 4 9 ）

4 ． た わ ん 技 （ くね り 1 げ ．9 7　 し』7 3 ） 10 ．綜 欄 1 冠 （P ．7 0　図 3 2 ）

5 ． さ ま よ い は （P ．8 2 1‘司48 ） ※ 1 1 ．Pq 洋 範 11日は

6 ， 方 向 の な・い 結 合 枝 （P ．8 3 図 5 0 ） 楽 12 ． 火 炎 頸 （P ．6 6 ）

7 ．枚 軋＝ 111の 柁 （P ．8 3 1期5 1 ） 1 3 ． そ の

8 ．血 線 と 触 ∫ リ の 枝 （P ．飢 ・ 図 5 2 ）

果

°

花

°

套

車十 ニ1．互二・‘象 ・ 十韓 ∵ ‘触 ・・′璃 ニラニ蛾 ‘たこ二：ぜ－十で i・、荘・ノ．轡 項 画 壇 併 読 料 料

9 ． 丸 い 形 の は　 り L 昧 ＝ P ．8 4 「ズ】5 3 ） ※ 1 、擢こ・1 袈 1 ・し

10 ． ふ く ら み の あ る 枝 （P ．6 4　控は 0 ） 2 ．某 の み

1 1 ． く　び れ の あ る 枝 （P ．6 4 1月2 1 1 3 ．花 の ふ

信 y ∴ 微 方 向 †繚 遇 c　 ′　　　　　　 ，F　 、ノ ノ絹 料 矩 嶺 4 ． 華 の ふ （P ．1 0 5　仁司8 5 ）

1 ．1訂割印 あ る 枝 （P ．8 3 ） ※　 5 ． 栗 と 化

2 ． 不 運 埼 拙 技 （P ．78 I刈4 2 ） 薪　 6 、花 と ‾．黛 （P ．川 4　 瑠8 4 ）

3 ． 丈 り耳小 一J れ た 枝 （枝 先 l亙 ）（P ．94　 叫 6 8 ） 7 ． 某 と 葉 （P ．10 7 1￥18 8 ）

4 ． 文 枝 （P ．8 1 抄出 7 ） ♯　 β．果 ・ 花 ・棄

5 ． ． 削 支 （P ．8 1 図 4 6 1 楽　 9㌧　粟 ・ 1 ・壕 の lliT ′Jミ・あ い ま い

6 ∴支 え J，オしだ 枝 （P ．9 4　図 6 7 ） ．．き．J r ナ祈 、・′≠ 有 畑 癖 揖 華 謳 掛 時 ㍉ 記 十 絆 ．

7 ∴ 起 下 枝 （通 よ り下 か ・－，H l た 接 ）（P ．6 7 図 2 7 ） 1 ． モ間 置 l （P ．12 3　図 9 ）

※　 8 ．地 γ ま で ノト 線 柁 （A s te b is z um B o d e n ） 2 ． ：モ囲 讃 Il （P ．1 2 3　図 10 ）

蝦　 9 ． 校 立体 描 ‘Jj二 3 ∴ ・≡間 倒 道川 l（ 1 11 の l接 合 ）

10 ． 切 り 目 前 突 伎 （P ．9 5 【刻 6 9 ） 4 ． ・花 ・粟 の 常 同 （P ．8 3　別 5 1 ）

1 1 ．l；り J 突 付 枝 （P ．9 8　図 7 4 ） 5 、 ・花 ・ 集 の ＿‘硝 （P ．8 1 凶 4 5 ）

蝦 12 ． 切 り 目 間 接 （、t 休 描 リノ） 6 ． ’集 （七一 浮 遊 1 （P ．10 6　 図 8 6 ）

誉 Ⅵ 轍 技 方 向 十線 場 0 ∴ 守 ′，・‾亘 ∴ 売 ・、㌫∴ け ・・ ・．tニY．ニー，・く’．な 抽 7 ． トト浮 遊 1 （P ．10 6　 図 8 7 ）

1 ．今里　 枝 二 間 故 彬 （P ．7 4　 L耶 8 ） 3 ． lIけ ㌢遊 某 （P ．10 8　 図 8 9 1

2 ． 、ミ子J‘’接 （P ．6 5　図 2 3 ） 崇　 9 、 大 （果 ・化 ・ 集 ）

3 ． へ い くほ ど 太 く な る 枝 （す り こ ぎ 1 ㌢）（P ．6 5　図 2 3 ） ※ 10 ． こ喰 り （果 ・化 ・ 薬 ）

4． 欄 状 枝 （P ．7 0　図 32 ） 楽 1 1 ． 他 面 に 落 ち て い る （果 ・花 ・糞 ）

媚： 5 ． ‘1．川 －！技 1 2 ．裂 果 （ざ く ろ 1 ．日

楽　 6 ．尖 状 技 ㌫ 却 ‥ 所 有 ∫ ・・とこさ ．‘JFl、∴掛 ‾漁 ．、沖で’‘ニー壇 ㍉ リ 年 十十 ∵ 亮 ・，、、ヽ・′・、Jr′・

7 ． 変 質 刊 ※ 1 ．わ く ら ば （璃 葉 ）

亀 ㌔Ⅶ ・l命 織 方 鋤 ・繊 迫 電 ㍉ ∴ ∵ ∴ ÷ ∵ ∴ 十 狩 櫓 中 か 庖 、＋寸 、 2 ． 花 弁

1 ．分 綾 な し 3 ． 誉 （つ ぼ み ）

2 ．微 細 分 化 し た 分 枝 （P ．79　 図 4 4 ） 4 ． い が

楽　 3 ．血 変 分 枝 （P ．1 23　 図 8 ） 5 ．ノヾ ナ ナ

※　 4 ．は ん だ づ け 分 枝 （分 枝 先 度 ） ※　 6 ．主 塔 転 換
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表ト4「バウム・テスト整理表」（つづき）

各種参考指標
I　発壇遅滞と退行（P．108－109）

1 ． 幹 下 軸 立 （P ．5 7 1掌13 ）

2 ． T 幹 ． 特 に 枝 が 下 方 に つ い て い る （P ．56　 図 2 ）

3 ． つ ぎ木 し た l粧 ． 部 分 朝 出 「つ い だ j　よ う な は くP ．8 0 図 4 5 ）

4 ． 非 常 に ′トさい 碇 郎 （マ ・ノシュ ル ーーム の ような 碇 部 が 1・｛短 い ず れ か の 太 い 幹 の 士 に つ い て い る）（P ．郎 図 2 5 ）

5 ． 冠 下 枝 （歳 よ り下 か ら 出 た 枝 ） （P ．6 7 図 2 7 ）

6 ． 放 射 線 状 冠 （‥一線 枝 ）

7 ． － 線 幹

8 ． －－一棟 枝 （P ．7 9 図 43 ）

9 ． 吹 き 流 し 聖 域 （P ．8 2　図 4 8 ・ 4 9 ）

10 ． 屯 絹 枝 （P ．8 1 m 46 ・4 7 ）

1 1 ． ‾方 向 の な い 結 合 枝 （P ．8 3　図 50 ）

12 ． 風 旅 の 強 調 （P ．1 0 1 図 7 7 ）

1 3 ． 幹 の 恨 7己が ま ′シす ぐ で あ る （甘 味 は 卓賢い ）

14 ． 紋 切 り型 の 枝 （P ．8 3　図 5 1 ）

15 ． 明 暗 （P ．8 5　図 5 4 ． P ．8 6　図 5 5 ）

1 6 ！ 角 ぼ っ た 冠 （P ．8 1 図 4 7 ）

蕪 17 ∴ 紀 形 成 不 全 （冠 形 成 の 幼 児 聖り

IIi■肇の動態分析（ミ肇における解釈仮悦）（P．99～100，P．133－137）

． P o s iti v e な 側 面 N e g a ・ヽe な 側 面

1 ． 急　　 速 活　　 動　　 欲　 ・　 悠 憫 ′主動 ・性 不　　 穏 感 情 興 奮 性

2 ． 迦　　 緩 静　　　　 穏　 ・　 平　 静　 化 不 号　 登　 ・　 冷　　　 淡

3 ． 弱 敏　　　　 捷　 ・　 鳩　 細　 さ 意 ′‾ 薄 弱　 ・　 不 安 定 ・性

4 ． 強　　 †－ 意　 志　 力　 ・　 抵　 抗　 感 鈍　　 重　 ・　 毎

5 ． 潤　 （ 叫） 生 の よ ろ こ び　 ・　 血　 税 ・性 放　　 縦　 ∴　 帆　　　 野

6 ． 湖 ‾ （ 王） 自 己 統 制 力　 ・　 精　 神　 性 空 欲 的　 ・　 概　 念 ・十

7 ． 連　　 綿 論　 理　 性　 ・　 組 純 的 思 考 思 責、横 国　 ・　 移　 り　 気

8 ． 分　　 離 思　 想　 豊　 富　 ・ lrl：親 能 力 飛 単　性　 ・　 抽 象 力 欠 乏

9 ． 飾 り た∵て 喝 釆 願 望　 ・　 自 l串j　r1 韓

1 0 ． Ji ざ な’り 非 厳 軒 性　 ・　 孜　　　 研

IIl　樹木の発遭（幹と冠の比率）・

Ⅳ　Grunwaldの空間図式
擬

V Wittgenstein指数（りくウム・テスト書例解択法J参照）

もに変化することを詳細な資料をあげて示しているので参考資料として提示した。また，冠部そ

のものの比率は発達と関係がないことが示されている。山下真理子（1981）はこれらの点にって

詳細な検討を我が国の幼児・児童を対象として行なっている。

そこで次に，「バウム・テスト整理表－手引－」の内容を表2－1から表2－6までに示すこと
にしたい。



8 一谷・津田：rバウム・テスト整理表』の作製とその具体的利用

表2－1「バウム・テスト整理表－手引－」

は　じ　め　に

パウム・テストは．実施が手間取らず，しかも集団にも用いられることなど．手続きが簡単

をことから．最近．利用者がとみに増している。そして，臨床部門をはじめ祖々の分野での研

究か報告されるようになり．人格特徴を把握するうえで．その有効性が実証されてきている。

しかし．描かれた樹木画をより客観的に．かつ綿密に分析するための整理表や．一定の解釈

手順に則った所見寮がなく．また画用紙の大きさや材質も不揃いのために．利用者から，かね

がね規格化されたものを市販して欲しいとの声が寄せられていた。

そこで，今臥樹木画の特徴を．より細かく．正確に．そしてそれらが利用者間の共通の情

報として把握できるように．この整理表を作成した。

I　実　施　法

実施の方法は，rパウム・テストー樹木画による人格診断法－J（日本文化科学社）の「パウム・

テストの実地」（P．118）に従う。

●　実地にあたって留意すべき点

（1）披検者の緊張をほぐし．まじめさを欠いてはならないが．できるだけリラックスした状

態でテストが受けられるように配慮すること。

（2）他のテストと組み合わせて実施する場合は．パウム・テストを最初に行うことが望まし

いが，もしそれが不可能なときは．先に行ったテストの疲労感が残っていないかどうかを

十分に確かめること。

（3）集団法の場合，机の閉隋をなるべく離し．隣席者の描画を容易にのぞき込めないように

配置すること。

e　描画中は．検査者は描画過程をよく観察していなければならないが．そのために．披検

者に「監視されている」という印象を与えてはならない。また．描画中に披検者から貸間

があった場合は自由に描くことを強調し．描画方法に関しては一切制限してはならない。

e　描画が終わったら．次の手続きを取る。

（1）．まず．画用紙の裏面に．上記の「パウム・テストの実施」に従い．姓名．生年月日．性

別などを書くように指示する。

（2）次に．描画についての質問を行う（たとえば．何の木を描いたのか．この木はどんな木

か．また．描かれたものが不明確な場合．それが実であるのか．それとも葉であるのか．

など）。

（3）そのほか．テスト状況．被検者の内省報告など．必要事項をまとめて裏面の余白に付試

しておく。
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表2－2「バウム・テスト整理表－手引－」（つづき）

II　整　理　法

この整理表は．コッホが掲げた項目に．さらに教項目を加え．よりきめ細かく特徴が把規で

さるように充実を期した。

●　整理表の記入の仕方

（1）該当項目のチェ．ッタ欄に∨印をつけていけばよいのであるが．さらにラインマーカーで

項目の活字を塗っでおくと大変見やすい。

（2）また，項目の右側の余白に解釈仮説を書き入れておくと．あとの解釈に便利である。

●　項目についての説明

項　　　　　　 目 内　　　　　　　　　　　 容 図　 示　 例

1

全

体

的

所

見

I
i

I l 拒　　 否 途中放棄を含む。

h　 沫 場 外

I I 描 き直 し

王I 15分以上

樹木以外の．全 く違った ものが描 かれている場

合で．風景画の中に樹木が描 かれてい るものは

含まない．

先に描 きかけていたものを途中でやめ．新たに

描 き直 した場合．‘消 しゴムを使用 した場合など

を指す。

所要時間が15分以上桂過 したもの。

1 5　3か分以上 所要時間が30分以上経過 した もの。

1 1 後から提出 1

I 7　命　　 名

集団法において． みんなが描 き終わり．画用紙

を集めたとき． まだ完成 できず．あ とか ら提出

した場合などを指す。

自発的に倒木の名称が詑 されている場合を指す。

V I 線　　 画

Ⅴま　象 徴 画

V I 図 式 画

Y l 写 実 画

l 故前後から3－4歳頃に見られるような．いわ

ゆるを ぐり描 き（スアリ1 ル）で，附木の形態が

未形成 であるもの。 この場合 r I 2 沫膚外」 で

はとらない。

たとえば，擬人画のように．樹木以外のものが

象徴して描かれているもの。 この場合 「h　 諌

場外」 とは異 なる。

3 －4 歳頃から7 － 8 歳頃に 多く見 られ るよう

な．図式的 に描かれているもの。

写実的に描 かれているもの。

Ⅵ1 立体描写 枝などの交 叉（P．89 図59，P．90 図60）．前方に

突 き出た枝（P ．95 図69．P ．98 図74）．幹の陰影

（P．62 図17．18）など立体的に描 かれているもの。
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表2－3「バウム・テスト整理表－手引－」（つづき）

項　　　　　　 目 内　　　　　　　　　　 容 図　 示　 例

全
体

Ⅵ2　遠近描写

Ⅶl 図日案 画

樹木の前方あるいは後方の風景や附属物などに

よって遠近感が示されている場合を指す。

樹木が図案化されて描かれているもの。

的 Ⅷ　 空間利用の領竣

Ⅸ3　その他の強調（ ）

添付のシートを画面の上に当てて使用のこと。
所
見

ただし．1／2に満たない場合は図示する（右図参照）

たとえば．根とか枝が強調して描かれている場

合．それを（ ）内に書き入れる。

地

平

h　暗　　 示

17　1 ッシュ

明確な地平線は描かれていないが．たとえば．

海や川などによって地平が暗示されているもの。

芝生やかん本棟のもので地平が示されているもの。
三 二 桑

I le複数の地平線 地平線が2本以上描かれているもの。

II3　線　　 影 陰影が特に線で描かれているもの。

幹
の

2　幹 下 直

3　幼 児 型

幹の下端がハンダづけされたように閉じられて

いるもの。

電

基
部

「2　幹下直」以外の幼児に多く見られる基部を

指す。

？ 公 乳 ＿

l l

根

†5　多　　 数 特に目立って数多く根が描かれているもの。

lI5　混　　 合 先の 「II卜4」の混合を指す。

Ⅳ卜l 長．短．太．細

V l 透 写 根

V I 平 行 根

特に基準は設けていないが．樹木全体のバラン

スから判断して顕著なもの。

地平線の下に．あたかもレントゲン写真のよう

に根が透写して描かれているもの。

ずっと同じ太さの根。

V 3　庵 秋 根 根に感のあるもの。

V l 蛇 行 根 蛇のように曲がりくねった根。

V e　渦紋状根 うずまき状の根。

V 7　爪状　根 貸手のような根。

斡

Ⅳ5　はんだづけ幹

Ⅳ7　十 字 型

幹の先端がはんだづけされたように閉じられて

いるもの。

壷

幼児に見られる十字架のように．主枝か幹に直

角に交叉しているもの。

夫 曳 泉

根

1　枚 の　数

日1 －線枝（分枝なし）

幹から直接に描かれている枝 （主枝）を数え．

分枝は含まない。

主枝がすべて一線で描かれており．分枝が描か

れていないもの。
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表2－4「バウム・テスト整理表－手引－」（つづき）

項　　　　　 目 内　　　　　　　　　　　 容 図　示　例

根

Ih　一線枝（分枝あり）

lh　二線枝（分枝なし）

Ih　二線は（分枝あり）

115　混合（一・二線杖の）

llll 全上向枝

m I 全下向枝

llh　左上向・右下向桟

IIl5　水平方向技

lll‘性向．霊平．下向）

Ⅴ！．地平までの一線枝

主枝がすべて一組で描かれており．さらに分枝

が描かれているもの。

主枝がすべて二線で描かれており．分枝が描か

れていないもの。

主枝がすべて二線で描かれており．さらに分枝

が描かれているもの。

主枝が一線枝と二線技が混在して描かれている

もの。

豊根のすべてが一線桟・二線掛こかかわりなく

上向きの枝で描かれているもの。

主枝のすべてが一線枝・二線枝にかかわりなく

下向きの枝で描かれているもの。

主枝のすべて机　幹の左側が上向きの枝となり．

右側が下向きの枝となっているもの。

主枝が水平の方向に描かれているもので．1本

だけであってもチェックする。

主枝の描かれた方向に一貰性がなく．混在して

いる場合にチェックするが．その場合．どの櫨

の混在であるかを（ ）内の’いずれかにチェッ

クする。

主枝がすべて一線枝で地平まで描かれているb 地　 先
（Aste bis zum B oden）ので．枝の方向は水平方向枝でなくてもよい。

V9　枚立体描写 主枝が三次元伸二表現されているもの。
／　 炬

V12　切り口側接
（立体描写）

主枝のうち切団取られた枝が幹の個方にあり，

立体描写となっているもの。

庸 一

粛 医

璃 ㌣

Ⅵ5　刀型　枝 主枝の形が刀型・青竜刀型に描かれているもの。

Ⅵ6　尖状 桟 主技や分枝の先端が鋭く尖っているもの。

Ⅶ3　直交分枝

Ⅶ4　はんだづけ分枝
（分枝先直）

主枝から出ている分枝が直角の方向に描かれて

いるもの。

分枝の先端がはんだづ（与されたように，あるい

は切り取られたようになっているもの。

l

記

こi

Il 枝葉型冠 冠の構成が枝と薬だけでなされているもの。 豆 屈

＠

I8　波状連線型冠

h　波状断線型冠

llIe　十字架型冠

冠の輪郭線が波状に描かれ　かつ連続線で描か

れているもの。

冠の輪郭線が波状に描かれ　かつ断線で描かれ

ているもの。

冠に十字架が描かれているもの。
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表2－5「バウム・テスト整理表－手引－」（つづき）

項　　　　　　 目 内　　　　　　　　　　　 容 図　 示　 例

紀 Illll 西洋梨型冠 冠が西洋梨の形をしたもの．
A

果

．

花

°

薫

I l 果・花・葉なし 果・花・葉が全く描かれていないもの。

¢ －

I 5　架　と　花 架と花だけが描かれているもの。

1 1 花　 と　葉 花と葉だけが描かれているもの。

I l 果・花・楽 果・花・葉が共に描かれているもの。

I l 果・花・葉の暗示 ・
あいまい

果・花・葉が．－一つあるいはすべてが暗示的．

またはあいまいに描かれているもの。

Ill 過大（果・花・業）

lllO　黒塗り（果・花・葉）

1111 慣 譜 完了いる

果 ・花 ・集が過大に描かれたもので．該当する

ものをチェックする。

果 ・花 ・葉が黒く塗られているもので．該当す

るものをチェックする。

地面に落ちている果・花 ・葉のうち該当するも

のをチェックする。

Illl わ くらは（病葉）

llle　主賭転換

蓑が．虫に食われたり．席っているように描か

れているもの。

一桟の木に異性の果・花 ・葉などが描かれてい

るもの。

各

I　 発達遅滞と追行

Il　 運筆の動態分析

コッホの挙げた発達遅滞と退行の特徴を示した

もの。P ．108～109を十分に読んで活用すること。

「17．冠形成不全」は．冠が年齢とといこ形成さ

れていく途中の段陣で一つの過程として見られ

ることがある。これは．そのまま発達の一つの

撞

着

考

稚

段階としてはっきり同定できるときと．退行的

指標 となることもありうる（国書政一提唱）。

この表は国書政一の案（P．133－137）を簡略化し

（速筆における
解釈仮説）

Ill 桝木の発達（幹と冠

たものであるが．さらにコッホの rバウム・テ

ストJP ．99－100を参考にして利用する。ただし．

後 各標識に対して．形態水準の高低によって解釈

仮説を決めるのではなく，各標識は．それぞれ

P ositiveな側面とN egativeな側面の両側面を持

つものとして利用する。

コツホは． ドイツ語版では　 冠部と幹部の長さ
の比率） の比率が発達とといこ変化することを，詳細な
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表2－6「バウム・テスト整理表－手引－」（つづき）

項　　　　　　 目 内　　　　　　　　　　　 容 図　 示　 例

書

Ⅳ　 G runw ■ldの空間図

資料を挙げて示している。コッホの例示を参考

にしながら．各バウムを測定して発達個面の検

肘の参考にすること。

なお．林勝造林 現代綿神医学大系第 4巻A 2

r精神科診断学IbJ（編集代表 ：憩揖克鍋他．第

1章．P．18，中山書店． 1978）の中で紹介して

いるので参照のこと。

壇

着

考

檜

棟

この図式は．プリユンワルトの講義に基づいて

式

V　 W itlgenStein 指数．

コッホが単純化したものを株勝達が訳したもの

である　 く株勝遺 ：現代精神医学大系第4 巻A 2

r精神科診断学IbJ（編集代表 ：懸田克舶他．第 1

章．P．11－18，中山書店．1978〉。また．林は．そ

の著作の中で．コッホの十字象徴理論と空間象

徴理論を詳細に紹介しているので参照すること。

さらに株は rパウム・テストの臨床的研究J

（林・一谷編著，P．198－208．日本文化科学杜．

1973）の中で 「空間象徴論考」と題した論文も

発表しているので参考にすること。

なお．国書政一も　rパウム ・テストJ（株・国

書 ・一答礼 P ．137－140，日本文化科学社．1970）

の中で 「空間象徴について」 と賭して紹介し．

空間図式についても独自の見解を入れているの

で参照すること。

rパウム ・テスト事例解釈法J 参冊のこと。

「パウム・テスト整理表」が公刊されるにいたるまでの経過とその具体的内容とは以上に言及

したとおりである。

Ⅴ「バウム・テスト整理表」の具体的使用

そこで，次の段階として，ここでは「バウム・テスト整理表」の具体的な使用の仕方について，

症例をあげて説明してみることにしたい。
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Ⅴ－1　日　　　的

ここでは，4例の症例をあげて「整理表」の大きな範疇ごとにチェックの仕方を例示してみる

ことを目的とする。ただ十分に注意すべきことは，ここでの項目チェックは，あくまでも，既に

述べてきたところに従って，各項目の判断基準に依拠して正確にチェックするためのものである

から，それによって即座に解釈が可能であったり，ないしは，即座に診断可能であったりする性

質のものではないことを念頭においてほしいということである。従来，ややもすると利用者間で，

判断基準が異なったり，姐齢をもたらしたり，あるいは，曖昧であった項目もなきにLもあらず

であるから，原著者コッホの精神と主旨にそって，できるだけ共通的，統一的にチェックの仕方

をする方向にむかうのがここでの主たる

目的である。

なお，この「整理表」を活用していく

については，「バウム・テスト－樹木

画による人格診断法」（東京：日本文化

科学社）と，「バウム・テスト整理表－

手引－」（東京：日本文化科学社）を十

分に活用しつつ行なっていくのが妥当で

あることはいうまでもない。

Ⅴ－2　症例とパウム画

今回は，上記の目的に副って，症例の

解釈は行わないけれども，参考までに，

ここでとりあげる症例を簡単に表3に示

しておく。また，これら4例のバウム・

テストでの樹木描写は図1のA～Dに示

すごとくである。

Ⅴ－3　記入例と留意点

そこで大きな範疇ごとに4例について

とりあげて，チェック例を提示しつつ留

意すべき点について記述してみることに

する。

Ⅴ－3－1全体的所見について（表4参

照）：

順を追ってみていくと，「I　状況」は，

本来は検査実施時の観察にもとづいてチ

ェックするべきものであるが，これらの

症状ではその点が不明であるがために，

「8．その他」にチェックがされている。

「Ⅲ　利き手」については，すべて「右」

表3　症例の紹介

症例恒別［年 齢！ 症 状・診 断

用 9：6 場面絨黙・登校拒否10 ：8 小児分裂病

11 ：10 孤立 ・場面絨黙

D ［男 16 ：11 登校拒否

図1　4症例のバウム・テストでの描画
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表4　4症例についての「全体的所見」の
チェック例

I 症 例 A e C D

全

体

的

所

見

I　 状　　　 況

嬢 1 ．拒 否

※　 2 ．瓢域外

嬉　 3 ．描 き艦 し

壕　 4 ． 15分以 上

斌　 5 ．3 0分以上

楽　 6 ．後か ら拙 出

嬢 7 ．命名（木の 名称 を紀 す）

8． その他 ノ ノ

H　 利　 き　 手

1．右 ′ ／ し′
2 ．左

3．両手

4 ．不明

lll 級 の 向 き

1 ．織（たて） l／し／ゾ
2 ．樅 （上こ）

3 ．糾 （むなめ）

Ⅳ　 木　 の　 敷

1．－本 ∨′ノ ／ ノ

2 ．二木

3 ．多数

4 ．－ 郎（部分 描画）

5 ．その他 ．

Ⅴ　 表 現 形 式 A

難 1 ．錆 画

難　 2 ．組徽画（擬 人画 を含 む）

顛　 3 ．閻式 画

ノポ　 4 ．等炎 画 ノ J

Ⅵ　 表 現 形 式 8

媒 1．立体描 写 l／

賦　 2 ∴迎 近描 写

Ⅶ　 表 現 形 式 C

嬢 1．同案 画 l

l‾2． その他

※Ⅶl 宜的利用の微減冊川川的叫直上の使■●チェックTl）

A　 （は み出し）　　　 B

－ヽ 　　　　　　　　　　　　 l　　　　（

（はみ出 し）

C　　 ：ノ：ノ：　　　 D ：

Ⅸ　 強　 績　 A

1 ．冠 強調（P ．66 F舶 4 ）

2．幹 強調（11 66 1却25 ） l／
※　 3 ．その他の 独胡（　 ）

4 ．弓鋸硝なし ノ

Ⅹ　 強　 績　 8

1 ．右 強偶（P ．90 図 61 ）　　　　 l

2 ．左 強調（P ．9 1 凶 52 ）　　　　 1

3 ．平衡（中 央）（P ．9 1 図 63）　　 lJ ノ

刀　 伸　　　 向

1 ．右 への傾向 （P ．92 図 6 4）　　 I l

2 ．左 への傾 向（P．92 図 65）　　 1 1

3 ．傾 向な し　　　　　　　　　　 l／ lJ のノ

辺　 顔　　　 糾

1 ．右 への傾 斜（P ．9 3 図 66 ）

2 ．左への傾 斜（P ．93 図 56）

　 3 ．傾 斜 を L　　　　　　　　　　 l＼／レ ノ ／

表5　4症例についての「風景および附属物」，

「地平」，「幹の基部（根元）」などのチェ
ック例

l 症 例 A 日 C D

風

景

お

よ ・

び

附

属

物

1 ． 風 九　 附 属 物 な し ゾ J ノ

2 ． 暗 示

3 ． 多 舟

4 ． 支 柱 （P ．9 4 図 6 7 ）

5 ． 餌 ． 柵 ． 垣 （P ．1 0 1 図 7 7 ）

6 ． 山 （P ．1 0 1 図 1 7 ）

7 ． 億

8 ． 川 ， 梅 ． 瑚

9 ． 附 属 動 植 物 （P ．10 2 図 7 8 ）

1 0 ． 喜 ． 霞

1 1 ． 蔦 （っ た ）

1 2 ． 霜 除 （L も よ け ）

1 3 ． 太 陽

1 4 ． 人 物

1 5 ． そ の 他

地

平

I　 地　 平　 線

1 ． 地 平 線 な し ＞′

※　 2 ． 暗 示

3 ． 傾 斜 （左 上 ）（P ．10 3 図 8 1 ）

4 ． 傾 斜 （右 上 ）（P ．1 0 3 図 8 1 ）

5 ． 水 平 （一 線 ）

6 ． 水 平 （折 線 ）

※ 7 ． プ ッ シ ュ （ブ ッ シ ュ が 地 平 ）

8 ． 枚 状

9 ． 亀 状 ま た は丘 状 （R l O 4　 図 8 2 ．8 3 ） ）′

※ 1 0 ． 便 数 の 地 平 線

1 1 ． そ の 他

H　 地　　　 面

1． 陰 影 な し 、／

2 ． 陰 影

※　 3 ． 線 形

4 ． 鼎 塗 り（塗 り つ ぶ し ）

5 ・． プ ッ シ ュ の み

6 ． 木 の 影

7 ． 広遇（地面面積大）（1．5．1 紬 より上に舶 几た∽）

8 ． そ の 他

誓書壷 1．地平縞が紗基部より上にある場合（P．川日射男2 ． 幹 線 が 地 平 に移 行 （P ．1 0 3 図 8 0 ）

3 ． そ の 他

幹

の

基

輿

根

元

＿ヽ′′

1 ． 紙 下 繰 立 （P ．5 7　 図 3）

瑳 2 ． 幹 下 底 （P ．12 2 図 6 ）

※　 3 ． 幼 児 型 （2．幹下 虹 以外 の もの）

4 ． ＿左 ふ く ら み （P ．5 8　 図 4 ）

5 ． 右 ふ く ら み （P ．5 8　 図 5 ）

6 ． 広 い 基 部 （P ．5 8 図 6 ）

7 ． く さ び 型 （P ．5 8　 図 7 ）

8 ． 根 元 わ か れ 型 （P ．5 9　図 8 ）

9 ． 普 通 ノ ＞ J

1 0 ． そ の 他
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利きである。「利き手」は，空間象徴や運筆等にそれなりの影響はあると思われるが，現在のと

ころ，この点に関する研究が十分にないので今のところでは何ともいえない。

「Ⅲ紙の向き」は，検査実施時には，画用紙（必ずA4判＝タイプライター用紙大のものを使

用のこと）を縦向きにして配布しているが，それにもかかわらず向きを変えて描くことがある。

「Ⅷ空間利用の領域」は，かなり重要な指標となる。バウム画1枚ずつに縦・横それぞれにつ

いて3等分，合計9分割された透明シート（領域シート）を当てがって，各債域について1／2以

上描かれておればその値域をチェックするものである。具体的に，症例Bの場合については，地

面の領域をどうとるべきか，かなり困難な面もあるが，丘状の左右の両端を線で結んだ値域で考

えると，いずれも1／2以上には満たないので，チェックはしていない。もし，地面が画用紙の下

方まで線影などで描いておれば当然チェックに該当するものと考えてよい。

「Ⅸ強調A」は，症例Cでは他の症例とは相当に異なるが，幹と枝ぶりとの比較から「2．幹強

調」とした。なお，「3その他の強調（）」は，幹や冠のはかに，根や実・葉・枝などを強調したも

のもありうるので，明らかに他の部分と比較して強調されている場合はチェックしておくのがよ

い。

Ⅴ－3－2「風景および附属物」について（表5参照）：

この「風景および附属物」は，画面に，樹木以外に描かれているものをすべてチェックするも

のである。児童の場合にはよく出現するものであるが，ここにとりあげた症例では，いずれも

「1．風景，附属物なし」に該当する。

Ⅴ－3－3「地平」について（表5参照）：

「I　地平線」については，たとえば症例Dの場合であると，「幹線が地平に移行」している場

合に該当するのではないかとの判断で迷う可能性があるが，幹線と地平線とが，それぞれ，直筆

と側筆（渇筆と潤筆）－鉛筆を立ててかいているか，ねかせてかいているか－とに区別して

措かれているので，「5．水平」でもなく，したがって，「9．島状または丘状」の方でとってある。

「Ⅲ　地面」では，症例Aに関して，「8．その他」にチェックされているが，これは，根の描き

方が断線となり，地面のあることを暗示しているので，そこにチェックしたものである。

Ⅴ－3－4「地平と木（幹基線）との関係」について（表5参照）：

症例Dについては，前述したとおりである。他の症例についても該当するものはみあたらない。

Ⅴ－3－5「幹の基部（根元）」について（表5参照）：

「幹の基部（根元）」については，どの程度のものをチェックするかの客観的判断を提示しにく

いので，その判断はむずかしいが，「バウム・テスト－樹木画による人格診断法」での例示的

な図を参考にしつつ明瞭なものをチェックするのが妥当である。

Ⅴ－3－6「根」について（表6参照）：

「I　根の数」は，具体的に描かれている根の数をかぞえてチェックするとよい。

「Ⅲ構成B」は，添付の透明シートを画面にあてがって，少しでも当該値域にかかっておれば，

その領域についてすべてシェックするのである。

Ⅴ－3イ「幹」について（表7参照）：

「Ⅲ　幹の位置A（Ⅹ軸）」は，透明シートを画用紙の上からあてがって，Ⅹ軸として，どの債

域を使用しているかをチェックするものである。どの程度までをとるかは，厳密にはむずかしい
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が，ある程度当該領域に描かれていることが

必要で，少しだけかかっているような場合は

チェックしなくてもよいと考えられる。この

考え方は，「Ⅲ幹の位置B（Y軸）」について

も同様である。

「Ⅳ種類」では，症例Aは，よくみつめて

みると，細くて曲がったりしているものの，

幹の先端まで明確に描かれているので，「1．

T幹」にチェックされている。

「Ⅶ輪郭」についてみると，症例Dは，よ

くみると断線があり，これは1か所でもあれ

ばチェックするのである。

「Ⅷ幹表面A」については，症例Cは「3．

線」と，「8．全陰影」を重ねてチェックをし

た。

Ⅴ－3－3「枝」について（表8参照）：

「Ⅱ　構成」では，症例Aも主枝に二線枝が

多く認められるが，よく観察してみると，一

線枝が幹から出ているのが認められるので，

「5．混合」とされている。これも，1本でも混じ

っておればチェックしてよいと考えられる。

「Ⅲ枝方向・経過A」は，描かれた枝の方

向をみるもので，症例Bの場合は，上向枝も少

し認められるため「6．混合」とされている。

「Ⅳ枝方向・経過B」のなかで注目してお

きたい項目は，「2．交叉した枝」で，これは

コッホの「バウム・テスト」にも示唆されて

表6　4症例についての「根」についての

チェック例

I 症 例 A B C D

根

l　 膿　 の　 敷

1 ．撮 な し ノ

2 ．－本
3 ．二 一三 本

4．四本以上 ノ

楽　5． 多敦

ll　構　 成　 A

1 ．一一線舶（斬 組あ り）

2．－線相（断 線 なし）

3．二 線根（晰 椒あ り）

4 ．二線植（断 線な し）

※　5．混合

Ⅲ　 構　 成　 白（彿壕 ）（描かれた慎■膿すべてチェック丁も）

　 ）　　　　l　　　　　　　　　l　　　　）
（はみ出し）

Ⅳ　 構　 成　 C （形態 ）

巌 1．長（ながい）

※　2．億（み じかい）

楽　3 ．太（ふ とい）

楽　4 ．細（ほそい）

5．周 （先が聞 いている）（P ．55 図1）

6 ．聞（先 が閉 じている）（P．5 5 図1） ＞

7 ．陰影あ り

8 ．陰 影な し

．正旭

10．曲根

Ⅴ　 特　 殊　 型

鞘 1．透 写根（レン トゲン描写 ）・

兼　2．平行 摘くすっと同 じ太 さの根）

※　3．酪状 損

薫 4 ．蛇行 根

5 ．先へいくほど太くなる接（すりこぎ型）

蕪　6 ．渦紋状根

撚　7 ．爪状旭

8 ．その他

いるように，同じ枝から出ている枝が交叉しているものをチェックするのである。

「V　枝方向・経過C」では，「9．枝立体描写」は，症例Cにみられるように，主枝に1本でも

立体描写があれば，チェックしておくのがよいと思われる。

「Ⅵ枝方向・経過D」のうち，「6．尖状枝」は，主枝・分枝のいかんを問わず，1本でもあれ

ばチェックしておくのがよいと考える。この点，症例Aは，わかりにくいけれども，よく観察し

みると，多く描かれているのがうかがえる。

「Ⅶ分枝方向・経過E」についてみると，症例Bも分枝に一線枝が描かれている。うっかりす

ると見落としがちになるため，観察は十分に入念に行なう必要がある。

Ⅴ－3－9　「冠」（樹冠部）について（表9参照）：

「I　輪郭」では，症例Bの場合，「遠心枝冠」のようにも思われるけれども，むしろ，「6．放

射線状冠」の方が妥当のように思われる。

「Ⅲ特殊型」についてみると，症例Dの冠部が左右の部分が圧迫されてへこんだようになって
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表7　4症例についての「幹」の各項目の

チェック例

l 症 例 A B C D

幹

1 1■　　　 ▲

1 ．幹 なし

2 ．－線幹

3：二 線幹 （断 線あ り）（．p ．59　図 9 ）

4 ．二 組幹（断 線な し） V ゾ＞‾＞′

rI　 韓 の傲 t A （X ■）（暑分●l）（書付のシー H t J■）
1 ．左出

2 ．左（1．2．3．領膿の系 列）

3 ．左 中（1．2．3．4．5．6．領 域の系 列）

4 ．中（4．5．6．領嬢 の系列）． Vl ∨ ′

5 ．右 中（4．5．6 ．7．8．9．領櫨の系 列）

6 ．右 （7．8 ．9．Ⅶ域 の系列）

7 ．右 出

8 ．充 溢（いっぱい）（左 ．中．右 ）

m　 書 の位■ B （Y l●）（分 t U U ■1寸のシ・－ト J■）

1．上山

2 ．上 （1．4．7．領地の系列 ）

3 ．上 中（1．4．7．2．5．8 ．領域の．系列 〉

4 ．中（2．5．8．都城 の系列 ）

5 ．下 中（2．5．8．3．6．9．傾城 の系列 ） ＞′
6‾．下（3．6．9．領地 の系列）

7 ．下 出

8．充 溢（いっぱい）（上．中，下 ） J ノ

Ⅳ　 杜 ．　　 ■
1 ．T 斡（ゼツ‡斗型）（R 56 図 2） ＼／

2 ．半丁幹

3．・りI行 幹（R 63 図 19 ）

4 ：・つ ぎ木した幹 （P ．8 0 L射 5 ） ＞′
蕪　 5． はんだづけ幹（幹上乱）（P ．122 悶7 ）

6．円鰻 幹

■　 7 ．十 字型

Y　 太　　　　 I■
1 ．太 （拍 三本以上 ）　　　　　　 i V
2 ．紳（拇 一本以下 ）　　　　　　 Iゾ

3 ．廿 通　　　　　　　　　　　　　 l ∨′ ∨′

Ⅵ　 縫　　　　 過
1．ふ くらみ（P ．64 図 20 ） ∨′ イ

2． くびれ（P ．64 図 2 1） ノ

3．先 へいくほど太 くなる酢

4．管状幹 （上 開放）（P ．74　図 38 ）

5 ．管状 幹（上下開放 ）（R 7 4 仁司38 ）

6 ．さま よい彗IH P ．82 図 48 ）

7 ．その他
Ⅵl　■　　　　 龍

1 ．縦 線

2 ．波形梯（P．60 1親 2 ） γ． √

3．徽洩 な椒（P ．60 図 13 ）
4．斬 絨（n 59 1頑汀－

5 ．幹左 維不 規 則（P ．59　図 10 ）

6 ．幹新 緑不 規則（P ．5 9 掬 11 ）

7 ．その他

Ⅵl　 ■　 ■　 蘭　 A （樹 皮）
1 ．白く空自）

2 ． さず（P ．61 図 14）

3 ．線（尖角軋 ぎざぎざ）（P．61 図 14） ノ ノ

4 ．曲線（カープ．弧 ）（P ．61 図 15）

5． しみ（P ．61 図 16 ）

6 ．左陰影 （P ．62　凶 17 ）

7 ．右 陰影 （P ．62 図 18） ！

8 ．仝陰影 （捻 りつぶし）（R 8 6 図 55 ）

9 ． その他

Ⅸ　 鎗　 事 】蘭　 8

1 ．切 り口
2 ．姻

3 ．凹み（へ こみ）

4 ．洞 （11 こ ら）

5 ．血麟

6 ．その他

表8　4症例についての「枝」の各項目の

チェック例

1 症 例 A B C D

枝

※ I　 社　 の　 敷

1 ．枝 な し

2 ．一 本

3 ． 二 一 三 本

4 ． 四 本 以 上

5 ． 多数 1／ J ノ

II 構　　　 慮

※ 1 ．一 線 枝 （分 枝 な し）

※ 2 ． － 絹 枝 （分 枝 あ り）（R 79 図 43 ）

※　 3 ． 二 組 枝 （分 枝 な し）

東 4 ． 二 線 枝 （分 枝 あ り）（P ．79 図 43 ） ゾ ノ

■ 15 ．混 合 （一 ・二 線 枝 の ） J

6 ． その 他

m　 根 方 向 ・経 過 A

蕪 1 ．仝 上 内 接 J l／

※　 2 ．金 下 向 枝

3 ． 右 上 向 ・左 下 向 枝 （P ．88 阿 56 ・57 ）

※　 4 ．左 上 向 ・右 下 向 技

瀬　 5 ．水 平 方 向 技

※ 6 ．混 合 （上 向 ・水 平 ・下 向 ） ノ

Ⅳ　 根 方 向 ・経 過 B ’

1 ．迎 向 きの 枝 （P ．89　図 58 ） ／

2 ． 交 叉 し た接 （P ．8 9　図 59 ）

3 ．●枝交叉におけら按の不通織性（P．90 図 50 ）

4 ． た わ み 枝 （くね り）（P ．9 7 図 7 3 ）

5 ． さ ま よ い 枝 （P ．8 2　図 4 8 ）

．方 向 の ない結 合 技 （P ．8 3　図 5 0 ）

7 ．紋 切 り型 の 桂 （P ．8 3 l．粛5 1 ）

8 ．証 根 と角 ぼ りの枝 （P ．8 4　図 5 2 ） ＞‘

9 ． 丸い 形の枝 （九 昧 ）（P ．8 4 m 5 3 ）

10 ．＿ふ くらみの ある枝 （P ．64 図 20 ） ＞′ ノ

1 1 ． くびれの ある枝 （P ．6 4 図 2 1） ＞‘ ∨′

Ⅴ　 枝 方 向 ・接 遇 C

1 ．調 和 あ る枝 （P ．83 ）

2 ．不 通 紐 線 楼 （P ．78　図 42 ）

3 ．刈り取られた接（枝先就）（P ．94 切樋）

4 ．蔽 文 枝 （P ．8 1 描 47 ）

5 ． 泉 州 枝 （P ．8 1 図 4 5 ）

6 ．支 え られ た枝 （P ．9 4　図 6 7 ）

7 ．冠下枝（冠より下か周 兢 接 ）（P ．67 図27）

※ 8 ．地平までの－如 上（A 軸 も前日川場 B oden）

ポ　 9 ．枝 立 体 描 写 レ’
10 ．切 り 口的 突 枝 （P ．9 5 図 69 ）

1 1 ．前 方 突 出 抜 （P ．98 図 74 ）

※ 12 ．切 り 口側 杖 （立体 描 写 ）

Ⅵ　 積 方 向 ・経 過 D

1 ． 貯状 枝 ＝ 開 放 形 （P ．7 4 図 38 ）

2 ．平 行 桟 （P ．6 5　図 2 3 ）

3 ． 先へいくIiと太くな摘 （すりこぎ聖）（n 55 図23）

4 ． 揺 欄 状 枝 （P ．7 0　図 32 ）

※　 5 ．刀 勲 枝

※ 6 ．尖 状 伎 1ノ ＞′

7 ．変 貿 勲

Ⅶ　 分 枝 方 向 ・縫 遇 E

1 ． 分 は な し

2 ．撒 細分 化 した分 枝 （P ．7 9 E射 4 ）

■ 3 ．就 交 分 枝 （P ．123　図 8 ）

※　 4 ． はん だづけ分 枝 （分 枝 先 直 ）

5 ． そ の他
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表9　4症例についての「冠」の各項目の

チェック例

1 症 例 A 8 C D

冠

1　 輪　　　 郭

1 ．婁 ・．ポ ー ル‘里 近 くP ．68 閲 28 ）

2 ． 枝 先 笠 球 状 冠 （P ．6 9　図 3 0 ）

3 ． 7 －－ケー ド彗：祉 （軋線 ）（P ．70 図 3 1）

4 ．ア ー ケ ー ド輿 （断 線 ）

5 ． 螺 線 状 琵 （P ．76 図 40 ）

6 ． 放 射 線 状 定 （燭 舶 ）（P ．73 図 36 ） V l

鞭　 7 ． 校 薬 1 男仕 ノ

※　 ．城 北 i ．拍 1歳

楽　 9 ．波 状 断 線 ．龍

1 0 ． その 他

Il　 内　　　 容

1 ．線 形 （P ．8 5 「 54 ）

2 ．除 鋸 （P ．8 5 54 ）

3 ．捷 （錐 ）線 状 ㍊ （P ．77 1享141 ）

れ ‘求 心 接 址 （P ．7 2 「叫3 4 ）

5 ．越 心 技 （P ．7 2　は135 ）

6 ．散 在1 ㌢ 、接 冠 （P ．7 5 【．憂139 ）

7 ．微 細 ウ）化 は 旭 （P ．7 9 図 4 4 ）

8 ． 対 立 接冠 （11．98 r音け5 ）

9 ．寸1 t 打H 瓜は ；ば（P ．9 9　図 76 ）

10 、 そ の他

川　 特　 殊　 型

1 ．袋 巾きれ ‾・‘が りJll！通 （P ．6 7 1刈2 6 ） ′ヽ

2 ．二甘膜里 （P ．69　 LJ129 ）

3 ．棚状 ・盆 栽 隼H は（P ．7 1 図 3 3 ）

4 ．同 心 円通 （P ．74　図 37 ）

5 ．和 ごった旭 （P ．8 1 図 4 7 ）

6 ． 押 しつ ぶ され た 龍 （P ．96 1ヌけ2 ）

7 ． 空 n イ欄 日）．9 6　図 7 0 ・7 1）

※　 8 ． ・巨 7：架 抒．．！

9 ．吹 き漉 し里 龍 （I）．82　 図 4 9 ）

10 ．拙調律．Hfj （P ．70 l‘舶 2 ）

鮮 11 ．両 汀 負 I1．1旭

12 ． 火 炎 通 （ ．ヽ66 図 2 4 ）

13 ． そ の 他

いるが，これは，「6．押しつぶされた冠」とは

いえない。やはり，上方から冠都全体が圧迫さ

れているものである必要があるので注意を要す

る。

Ⅴ－3－10「果・花・葉」（実・花・葉）につい

て（表10参照）：

これについては，画面に描かれたものを，忠

実にチェックすればよい。特に難しく判断に迷

うものはあまりないように思う。

蓑10　4症例についての「果・花・菓」および

「発達遅滞と退行」の各項目のチェック例

巨 症 例 A B C D

果

●

花

t

葉

1　 泉 ・花 ・薫

※ 1 ． 某 ・花 ・尭 な し

2 ． 共 の み イ

3 ． 花 の み

4 ． 炎 の み （P ．1 0 5 し舶 5 ） ノ

楽　 5 ． 某 と 花

摂　 5 ． 花 と 尭 （P ．1 0 4　朗 8 4 ） ノ

7 ． 粟 と 丑 （P ．1 0 7　 図 8 8 ） ノ

貯 8 ． 果 ・花 ・共

擬　 9 ． 某 ・花 ・薬 の 略 示 ・ あ い まい

11 所　　 見 A

1 ． 矧 間 例 離 日 P ．1 2 3 図 9 ）

2 ． 空 間 倒 訳 Il （P ．1 2 3　はI l O ）

3 ． 空 間 例 証 Ill（ト Il の 混 合 ）

． 斗ト 花 ・糞 の ′馴 －iJ （P ．8 3　 図 5 1 ） ノ

5 ． 芽ト 花 ・葉 の 爪 招 （P ．3 1 図 4 6 ）

6 ． 落 薬 （荘 下 浮 遊 ）（P ．1 0 5 図 8 6 ）

7 ． 落 果 （落 下 浮 遊 ）（P ．1 0 6 図 8 7 ） ノ

8 ． 撼 lいけ 迎 某 （P ．1 0 8　 図 8 9 ）

※　 9 ． 過 大 （某 ・花 ・ ‘葉 ） ∨

楽 10 ． ．里 競 り （某 ・ 花 ・襲 ） ∨

蒐H l ． 他 流＝こ落 ち て い る（某 ・花 ・薬 ） ノ

12 ． 裂 果　 ざ く ろ 1－0

lll 所　　 見 B

※ 1 ． わ く ら げ （勅 薬 ）

2 ． 花 弁

3 ． 灘 （つ ぼ み ）

4 ． い が

5 ． ノヾ ナ ナ

蕪　 6 ． も 岨 転 換

発

1 ． 幹 下 津 立 （P ．5 7　 川 3 ） ∨

2 ． T 仰 ．特 に 接 が 下 ソノに つ い てい る
∨（P ．5 6　 図 2 ）

3 ． つ ぎ木 した 帆 祝 う州 勺に 「つ い だ 」

よ う な 技 （P ．8 0 図 4 5 ）
J

4 ． 非 常 に 小 さ い 冠 部 （マ ・1 シュ ル ー

達

遅

滞

と

退

′°4－

ム の　 う な 知紺 i が 蔓 ・且い ず れ か
の 太 い 幹 の 士 に つ い て い る ）
（P ．6 6　 図 2 5 ）

5 ． 冠 下 枝 （冠 よ り下 か ら 出 た技 ）
（P ．6 7　 図 2 7 ）

6 ． 放 射 線 状 迂 （一・線 接 ）

7 ． 一 線 幹

8 ． 一 組 枝 （P ．7 9　図 4 3 ） ∨’ゾ

9 ． 吹 き洗 し里 冠 （R 8 2 図 4 8 ・4 9 ）

．1 0 ． 貌 械 枝 （P ．8 1 【司4 6 ・4 7 ）

1 1 ． 方 向 の ない 結 合 技 （P ．8 3　 図 5 0 ）

1 2 ． 風 見 の 強 調 （R l O l 囲 7 7 ）

1 3 ． 幹 の 根 元 が ま っ す ぐ で あ る

イ丁 （意 味 は 軽 い ）

14 ． 線 切 り雲．！の 枝 （P ．8 3　 図 5 1 ）

1 5 ． 明 暗 （R 8 5　 図 5 4 ．P ．8 6　図 5 5 ）

1 6 ． 角 ぼ っ た 冠 （P ．8 1 図 4 7 ）

※ 1 7 ． 冠 形 成 不 全 （冠 形 成 の 幼 牝 里 ）

Ⅴ車3－11「発達遅滞と退行」について（表10参照）：

ここにとりあげられている項目は，「17．冠形成不全」を除いて，いずれもチェック項目として

すでにコッホによって提唱されたものである。「17．冠形成不全」については，国吉政一が提唱し
たものであることはすでに述べた通りである。
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表114症例についての「運筆の動態分析」の各項目のチェック例

P o s it iv e な側面 Ne ga tive な側面 A B C D I

1．急　　 速 活　 動　 欲　 ・　 感惰性動性 不　　 穏　 ・　 感情興懲性 1／

2．遅　　 緩 静　　　　 穏　 ・　 平　 静　 化 不　活 発　 ・　 冷　　　 淡 1／

3 ．弱　　 圧 敏　　　　 捷　 ・　 繊　 細　 さ 激怒薄弱　 ・　 不 安 定 性

4 ．強　　 庄 意　 志　 力　 ・　 抵　 抗　 感 鈍　　 重　 ・　 怒i　　　 欠 ／

5 ．潤　 （佃） 生の よろ こび　 ・　 帝二　観　 竹 放　　 縦　 ・　 机　　　 野 ノ ∨′
6 ．掲　 （直） 自己 統 制 力　 ・　 椅　 神　 竹 禁　 欲 的　 ・　 概　 念　 性

7 ．連　　 綿 論　 理　 性　 ・　 射1鰍 lり思考 思想貧 困 ・ 移　 り　 気

8 ．分　　 離 思　 想　 魚　 雷　 ・　 概 観 能 力 飛 相　 性　 ・　 抽象力 欠乏

9 ．飾 りたて 喝果断望　 ・　 自 画　 白 骨

10 ．お ざな り 非厳密 性　 ・　 故　　　 桝

Ⅴ－3－12「運筆の動態分析」について（表11参照）：

運筆の動態分析のチェックは大へん難しいものである。そのひとつには，客観的な判断基準を

示しにくい点にあるかもしれない。しかし，我々の考えでは，明確に判断できるものであれば，

部分的であってもチェックすればよいように思う。しかし，決して無理にチェックする必要もな

いと思う。判断基準については，「バウム・テスト－樹木画による人格診断法」を十分に参考

にするとよいだろう。

Ⅴ－3－13「樹木の発達」と冠と幹の比率の算出について（図2・図3参照）：

図2は，コッホがドイツ語版において提案したものである。〔これについては，山下真理子

（1981）が我が国の幼児・児童についてはぽこれに近似した結果を得ていることは既に述べた通

りである。〕図3は，冠と幹の比率の具体的算出方法を示したものである。我々のあげた症例に

ついてみると，症例Cの場合，幹下線立，幹上線出であり，したがって実際には測定不可能なの

で除外されている。コッホの資料は幼稚園・軽度精神遅滞児・小学生・中学生といったふうに発

達段階的にはやや粗いのが参考までに比較すればよい。また，山下真理子（1981）の研究結果が

示唆に富んでいるため，これを参考にするとよい。

Ⅴ－3→14「Griinwald　の空間図式」について（図4参照）：

解釈の参考までにあげておくが，より詳細には，「バウム・テスト－樹木画による人格診断

法」を参考にするのがよい。

図2　樹木の発達（幹と冠の比率） 図3　冠と幹の比率の出し方と結果（図2の

「樹木の発達（幹と冠の比率）」参照）
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図4　GrbllWaldの空間図式 図5　Wittgenstein指数の算出例

Ⅴ－3－15「Wltt象enstein　指数」について（図5参風）：

これは，コッホがドイツ語版のなかで，ドイツの精神科医であるヴィトゲンシュタインの発見

したものを紹介したものである。それによると，バウム・テストに示される傷跡が，人生におけ

る心的外傷的（traumatic）な出来事の生起との関係を示唆しており，その関係を計算によって推

定できるとするものである。図5の場合を例にとれば，この　Wittgenstein　指数を算出すること

で，5，6歳のころに，何か人生における重要な出来事が起こったのではないかと考えるわけで

ある。しかし，これについては，目下のところ今後の検討を更に必要とする面も多いように恩わ

る。

以上，症例を通して具体的に『バウム・テスト整理表』のチェックの仕方を示したわけである。

なお，ここで十分詳細に言及しなかったチェック項目について，とりわけ，例示した4症例につ

いてチェックされたもので，付加的説明を行わなかった項目については，図1の4症例のバウム

画を参照しつつ，該当チェック項目を見れば理解可能と考えて言及しなかったことをことわって

おきたい。

VI　結論　と要約

コッホの創出になるバウム・テストが我が国に導入されてはぽ20年を経過するが，その実施方

法が簡便であるがために，往々にして誤まって安易に利用されている向きがないでもない。

かけがえのない被検者の臨床像を可能なかぎり間違いなく診断するためには，このテストの

「整理表」を作製して，できるだけ誤りをなくすとともに診断指標となるものを見落とすことの

ないようにする必要性に迫られた。

そこで，我々は過去の臨床的研究やリサーチ的研究を基礎として「バウム・テスト整理表」と

れを利用するための「手引」とを作製したのでここにこれを報告し，かつ，具体的な利用の仕方

を4つの症例について記述，報告した。
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Summary

Because of the convenience and the simplicity of test administration to subjects, Koch's

Baumtest has been very frequently used for psychodiagnosis in clinical, educational, and

research study.

In spite of this fact, the methods how to adopt the indicies and the ways how to interpret

the adopted indicies which were advocated by K. Koch have been confronted with the con-

siderably severe discrepancies among the investigators.

For these facts, the purpose of the present report was to prepare the tabulation sheet of

Baumtest in line with Koch's spirit. In this report, therefore, the tabulation sheet prepared

by the authors were described in small details on the basis of their past clinical and research

experiences. In addition to it, using the four subjects, the method how to apply this tabulation

sheet to the clinical cases was presented concretely.


